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団員700人が参加した出初式

素晴らしい演奏を披露した聖歌隊のメンバー

誓いの言葉を述べた雨宮哲也さん

　
12
月
22
日
、
境
川
町
小
黒
坂
の
晴
雲

寺
︵
砂
長
義
厚
住
職
︶
で
恒
例
の
星
祭

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
お
祭
り
は
１
０
０
年
以
上
前
か
ら
毎

年
冬
至
に
行
わ
れ
て
い
て
、
五
穀
豊
穣
や
厄

除
け
、
開
運
な
ど
を
祈
願
し
て
い
ま
す
。
こ

の
日
は
１
０
０
日
間
の
修
行
を
し
た
僧
侶
７

人
が
読
経
し
な
が
ら
冷
た
い
水
を
勢
い
よ
く

か
ぶ
り
身
を
清
め
る
水
行
を
、
参
拝
に
訪
れ

た
地
元
住
民
が
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
星
祭
り
は
、
寺
の
境
内
か
ら
北

斗
七
星
と
北
極
星
が
見
え
、
長
寿
富
貴

を
授
か
る
妙
見
大
菩
薩
と
北
斗
七
星
を

一
体
と
し
た
こ
と
が
由
来
で
、
晴
雲
寺

に
は
北
斗
七
星
を
神
格
化
し
て
無
病
息

災
な
ど
の
御
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
る
北

辰
妙
見
大
菩
薩
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。水を勢いよくかぶり身を清める僧侶

　
12
月
17
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、
韓

国
の
水
原
で
開
催
さ
れ
た
２
０
０
６
世

界
学
生
柔
道
選
手
権
大
会
に
出
場
し
た
、

広
島
大
学
の
山
本
志
乃
さ
ん
︵
石
和
町

市
部
︶
が
無
差
別
級
で
３
位
に
入
賞
す

る
活
躍
を
み
せ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
世
界
50
カ
国
の
選
手
が
出

場
。
山
本
さ
ん
は
１
回
戦
で
韓
国
の
選

手
に
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
敗
者

復
活
戦
に
回
っ
て
か
ら
１
回
戦
で
フ
ラ

ン
ス
の
選
手
を
内
ま
た
で
一
本
勝
ち
を

収
め
て
か
ら
調
子
を
上
げ
、
３
位
決
定

戦
で
は
ロ
シ
ア
選
手
と
対
戦
。
積
極
的

に
攻
め
、
中
盤
に
大
内
狩
り
を
仕
掛
け

た
相
手
選
手
を
崩
し
、
山
本
さ
ん
が
得

意
と
し
て
い
る
払
い
腰
で
み
ご
と
一
本

勝
ち
を
収
め
ま
し
た
。

賞状を手に喜ぶ山本志乃さん

　
12
月
16
日
、
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン

タ
ー
で
山
梨
英
和
高
等
学
校
の
聖
歌
隊

に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
・
ク
リ
ス
マ
ス
・

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
制
服
姿
の
聖
歌
隊
メ
ン
バ
ー
21
人
は
、

﹁
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
﹂﹁
愛
の
挨
拶
﹂

な
ど
10
曲
の
演
奏
の
ほ
か
合
唱
も
披
露
。

約
２
０
０
人
の
来
場
者
は
清
ら
か
な
音

色
や
美
し
い
歌
声
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
﹁
カ
ン
ト
リ
ー
ロ
ー
ド
﹂

の
演
奏
で
は
、
来
場
者
も
演
奏
に
合
わ

せ
て
一
緒
に
合
唱
を
楽
し
み
ま
し
た
。

一斉にスタートする小学生のランナー

　
１
月
６
日
、
石
和
中
学
校
体
育
館
で
笛
吹
市
消

防
団
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
１
８
０
４
人
の
団
員
の
う
ち
斉
藤

団
長
以
下
各
分
団
の
部
長
な
ど
７
０
０
人
が
参
加
。

堂
々
た
る
行
進
の
あ
と
、
人
員
報
告
や
団
長
訓
示
、

消
防
団
員
な
ど
消
防
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
１
日
、
八
代
弓
道
場
で
弓
道
連

盟
八
代
支
部
︵
小
山
一
昭
部
長
︶
に
よ

る
新
年
初
射
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
初
射
会
は
毎
年
元
旦
に
行
わ
れ

て
い
る
新
年
の
恒
例
行
事
に
な
っ
て
い

て
、
参
加
者
は
一
手
祝
射
や
八
射
競
技
、

五
色
・
金
的
な
ど
新
年
の
初
射
ち
を
行

い
ま
し
た
。

　
小
山
部
長
は
﹁
今
年
一
年
の
健
康
と

活
躍
を
祈
念
し
て
こ
の
初
射
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
亥
年
な
の
で
、
い

の
し
し
の
よ
う
に
突
進
す
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
﹂
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

初射ちを行う参加者

　
１
月
１
日
、
第
16
回
い

ち
の
み
や
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
駅
伝
大
会
が
、
森
林

公
園
金
川
の
森
を
会
場
と

す
る
特
設
周
回
コ
ー
ス
︵
１

区
間
１
・
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︶

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
駅
伝
の

普
及
や
体
力
の
向
上
な
ど

を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
年
は
笛

吹
市
内
外
か
ら
一
般
の
部
に
25
チ
ー
ム
、
小
学
生
男
子
の
部

に
９
チ
ー
ム
、
小
学
生
女
子
の
部
に
３
チ
ー
ム
の
計
37
チ
ー

ム
が
参
加
。
参
加
し
た
ラ
ン
ナ
ー
は
平
成
19
年
の
走
り
初
め

を
し
て
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
︵
敬
称
略
︶

︻
小
学
生
女
子
の
部
︼

　
優
　
勝
　
大
国
陸
上
ク
ラ
ブ

　
準
優
勝
　
な
か
よ
し
チ
ー
ム

　
３
　
位
　
一
宮
陸
上
ス
ポ
少
Ａ

︻
小
学
生
男
子
の
部
︼

　
優
　
勝
　
大
国
陸
上
ク
ラ
ブ

　
準
優
勝
　
オ
ン
リ
ー
・
ワ
ン
・
小
学
生

　
３
　
位
　
オ
ン
リ
ー
・
ワ
ン
・
エ
ー
ス

︻
一
般
の
部
︼

　
優
　
勝
　
大
国
ド
リ
ー
ム

　
準
優
勝
　
東
京
特
許
許
可
局
︵
ｏ
ｎ
ｌ
ｙ��

ｏ
ｎ
ｅ��

２
０
０
７
︶

　
３
　
位
　
ス
ネ
ー
ク
＆
ド
ラ
ゴ
ン
・
最
強

　
１
月
７
日
、
市
内
７
カ
所
を
会
場
に
笛
吹
市
成

人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
宮
地
区
の
成
人
式
は
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ

れ
あ
い
文
化
館
で
行
わ
れ
、
真
新
し
い
晴
れ
着
や

ス
ー
ツ
に
着
飾
っ
た
新
成
人
が
出
席
。
荻
野
市
長

か
ら
は
﹁
健
全
な
精
神
と
豊
か
な
教
養
、
高
い
情

操
を
身
に
つ
け
判
断
力
を
た
か
め
て
い
た
だ
き
、

大
い
な
る
志
の
も
と
目
線
を
高
く
掲
げ
、
力
強
く

歩
ん
で
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
﹂
と

お
祝
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
雨
宮
哲
也
さ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
も
社
会
の
一
員
と
し
て
力
強
く
生
き
て

い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
成
人
者
は
８
０
２
人
︵
男
４
１
６
人
、

女
３
８
６
人
︶

で
、
各
会
場

で
は
新
成
人

が
久
し
ぶ
り

に
会
う
仲
間

と
お
互
い
に

近
況
な
ど
を

語
り
合
っ
て

い
ま
し
た
。



　
信
玄
を
引
き
合
い
に
出
す
ま
で
も

な
く
武
田
氏
は
日
本
史
に
お
い
て
非

常
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
武
家
で

あ
る
。
笛
吹
市
は
武
田
氏
活
躍
の
主

要
な
舞
台
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
の
残

し
た
痕
跡
は
意
外
に
少
な
く
、
具
体

的
な
史
跡
は
断
片
的
で
あ
る
。
ま
た

歴
代
武
田
氏
の
歴
史
は
乱
世
を
反
映

し
て
非
常
に
込
み
入
っ
て
お
り
、
把

握
す
る
の
が
難
し
い
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
こ
の
先
数
回
に

渡
っ
て
市
内
に
残
さ
れ
た
武
田
氏
由

来
の
﹁
証
拠
﹂
を
紹
介
し
て
い
く
こ

と
に
す
る
が
、
今
回
は
歴
史
的
出
来

事
を
見
て
い
こ
う
。

　
武
田
氏
は
平
安
後
期
か
ら
続
く
武

家
で
、
始
祖
は
源
義
光
と
さ
れ
る
。

義
光
は
河
内
︵
大
阪
府
︶
の
源
氏
一

門
出
身
で
、
奥
州
転
戦
後
、
常
陸
国
︵
茨

城
県
︶
平
氏
か
ら
妻
を
得
た
。
そ
の

子
義
清
は
常
陸
国
武
田
郷
に
居
を
構

え
た
が
、
甲
斐
国
に
流
刑
さ
れ
、
武

田
姓
を
名
乗
っ
た
。
武
田
氏
の
始
ま

り
で
あ
る
。

　
義
光
の
子
信
義
は
甲
斐
国
を
掌
握

し
勢
力
を
伸
ば
し
た
が
、
源
頼
朝
に

警
戒
さ
れ
様
々
な
圧
力
を
受
け
た
。

一
方
、
信
義
の
五
男
信
光
は
頼
朝
の

信
頼
を
受
け
て
甲
斐
守
護
に
就
任
し
た
。

そ
の
後
、
鎌
倉
幕
府
方
に
拠
り
、
武

勲
を
た
て
安
芸
︵
広
島
県
︶
守
護
に

も
任
ぜ
ら
れ
た
︵
安
芸
武
田
氏
︶
。

　
以
後
武
田
氏
は
鎌
倉
府
と
京
都
の
幕

府
を
睨
み
つ
つ
勢
力
維
持
を
図
る
も
の

の
、
信
満
が
鎌
倉
府
か
ら
攻
め
ら
れ
自

害
し
、
清
光
か
ら
分
か
れ
た
同
族
の
逸

見
氏
が
伸
張
す
る
事
態
を
招
い
た
。

　
信
満
の
子
信
重
は
合
戦
で
京
都
の

幕
府
側
に
立
っ
て
活
躍
し
、
武
田
氏

再
興
の
契
機
を
作
っ
た
。
し
か
し
国

内
を
平
定
し
経
済
基
盤
を
固
め
る
に

は
孫
の
信
昌
、
そ
の
子
信
縄
ま
で
待

た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
信
縄
の
子
信
虎
、
そ
の
子
晴
信
︵
信

玄
︶
に
至
り
武
田
氏
の
支
配
は
最
盛

期
を
迎
え
た
。
進
軍
の
矛
先
は
信
濃

南
部
か
ら
北
部
へ
向
か
い
上
杉
謙
信

と
川
中
島
で
戦
い
、
弱
体
化
し
た
今

川
氏
の
版
図
を
狙
っ
て
駿
河
に
侵
出

し
た
。

　
信
玄
は
１
５
７
２
年
、
幕
府
の
求

め
に
応
じ
西
に
向
か
う
途
上
病
死
し
た
。

信
玄
の
子
勝
頼
後
武
田
氏
は
衰
亡
し
、

時
代
は
織
田
・
徳
川
氏
へ
と
傾
い
て

行
っ
た
。

　
さ
て
次
回
か
ら
武
田
氏
を
偲
ぶ
散

策
の
一
助
と
な
る
よ
う
武
田
氏
関
連

史
跡
な
ど
取
り
上
げ
る
。

武田氏十一代、信成館跡（八代町北、清道院） 武田氏十四代、信重の墓（石和町小石和、成就院）

　笛吹市になってから、初めての養成講習会が始まりました。
　31名の受講者で3月までに10回の講習会をおこないます。資格を得た方は、
地域における食生活の改善を推進し、食文化と健康づくりのための普及活動
に努め、食料資源を大切にし、無駄をなくし、環境問題に関心をもって活動
をしていただきます。
　12月の講習会では地産地消をテーマに施設見学と「蒸しまんじゅう」作り
をしました。食材はほとんど地元産にこだわり、素朴であきのこない味に仕
上がっていました。参加者は衛生管理の整った加工センターで、ベテランの
講師の方々の指導のもとで学習することが出来ました。参加者からの感想で
は地産地消への意気込や、気温、湿度の微妙の違いにも対応できる熟練の技
など、これらの活動が食育にもつながるのではと感じたようでした。
　この講習会に協力してくださった八代農産物加工センターの皆様に感謝申
し上げます。

　最近、生活習慣病の発症は大人だけの問題ではなくなりました。

　これらを予防する意味からも、望ましい食生活を身につけることが大切で、笛吹市でも今年度

は活動の幅を広げ子どもに関する「食育」の取り組みをはじめました。

　全国食生活改善大会が10月26、27日の2日間にわたり行
われました。
　大会は「私達の健康は私達の手で」の合言葉をもとに、
健康で心豊かな生活を築くよう地区組織活動を展開してい
る食生活改善推進員の代表が一堂に会すことで、相互交流
をはかり連帯感を高めると共に一層の情熱をもって地域社
会のおける健康づくりに寄与することを目的として開催さ
れたものです。
　26日と27日の午前中には、富士屋ホテルにて全国食生活
改善推進団体リーダー中央研修会が行われました。内容と
しては、オリエンテーション、講演、パネルディスカッショ

ンがあり参加者500名の会員さんで研修会が行われました。
懇親会では山梨県代表として笛吹市の会員は武田節を舞い
好評でした。27日午後から会場を山梨県立文化ホールに移
動して第37回食生活改善推進員団体連絡協議大会が行われ
ました。表彰式が行われ、特別講演として服飾評論家の市
田ひろみ先生のユーモアをまじえたお話をききました。
　この大会を通して、一人ひとりの小さな活動でも大きな
成果につながることを先輩たちから学び、これからもます
ます頑張っていこうと決意を新たにしました。
　最後に、来年の開催地である大阪府からのメッセージで
会場は盛り上がりを見せて、無事大会が終了しました。

　「こんにちは」。
　子どもたちの
思いっきり元気
な声に迎えられ
エプロンシア
ターは幕をあけ
ました。
　今年度、私達
のブロックは次

世代育成支援事業の一環としてエプロンシアターを担当す
ることになりました。学童保育の子どもたちに、食べたご
はんが体の中をどう通っていくか、また排泄されるのかを、
よくかむ事や野菜の重要性などを含めた上で短時間の寸劇
を行いました。どの子どもたちも真剣なまなざしで静かに
見入ってくれ、エプロンの下から体の中の胃や腸が見えて
くると「ワー」と不思議そうな声を上げたり、実物と同じ

腸の長さにはだいぶ驚いたようすでした。
　最後には、うれしい事に参加した子どもたちから口々に「ま
た来てください。今度から野菜もいっぱい食べます。好き
嫌いをないようにします。バナナうんちが出るようにします」
と感想を聞かせてくれました。
　今、食育が社会の中で大きくとり上げられ、耳にしない
日はありません。「孤食」の問題です。また、「早寝・早
起き・朝ごはん」などの標語がつくられるほど、私たちが
子育てしていた頃には考えられなかった現状が生まれてい
ます。
　しかし、こんな素直で明るい子どもたちと時間を過ごし
ていると、世の中で問題されているこのような事が嘘のよ
うに思えてきます。少なくとも私たちの地域の中では、こ
れからも機会があるごとに、子どもたちと接し今まで行っ
ている高齢者対象の「ふれあい交流会」と同様に、子ども
たちの食育活動を展開していきたいと思っています。
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笛吹市男女共同参画委員会

笛ちゃん 吹ちゃん

●秘書政策室　経営政策担当　０５５－２６２－４１１１（内線２２８・２２９）◎問合せ先

笛ちゃん：

吹ちゃん：

笛ちゃん：

吹ちゃん：

笛ちゃん：

吹ちゃん：

笛ちゃん：

吹ちゃん：

笛ちゃん：

吹ちゃん：

　笛ちゃんと吹ちゃんは、去る12月9日春日居あぐり情報ステーションで行われた

「峡東地域・笛吹市　地域発男と女とのフォーラム」をめぐってこんな会話をしました。

「フォーラム」参加できなくてごめん。どうだった？

２００人近く参加して盛会だったわよ。

雨宮知子さんの童謡コンサートよかったわ。金子みすずの「わたしと小鳥とすずと」も歌って

くれたし、アンコール曲「折り鶴」もほんと素敵だった！

ピアノ伴奏も一宮町出身の海野綾子さんでね、こうした若い才能のある方が活躍してるのも笛

吹市の誇りよね。がんばって欲しいわ。

行けなくてほんとに残念。ところでシンポジウムはどうだった？

３人のパネリストが問題提起をしてくれたの。

まず農業と家庭については志村直毅さん。明るい家庭づくりでい

つも心がけていることが３つあるって話していたわ。①「夫婦や

家庭内で話すこと」、②「進んで家事をすること」、③「互いに育

ち合うこと」ですって。見習うところだわ。

笛吹市の市民課長、内藤文子さんの提起は？

職場における話をしてくれたわ。内藤さんは新しい人事制度の施行で自分で管理職試験に挑戦

したんだって。職場にはまだ男女差があるけど、女性自身がチャレンジする気概をもって挑ん

でほしいって。これを実践している内藤さんに拍手よね！

教育の現場を代表して御坂東小学校の一之宮英文教頭先生だったよね。

そう。市内の小学校は混合名簿実施率が１００％なんですって。子ども達の世界はほんとに平

等で、児童会長や生徒会長にも女子がどんどんなっているそうよ。それに職場でも７割近くが

女性の先生で、いろんな部署でリーダーシップを発揮されてるって話されたわ。

それと、いま教育にメディアの影響が懸念されているそうよ。学校はもちろん家庭でもしっか

りしたメディアリテラシーを培っていくために、学校から家庭・地域への発信が大切だって言っ

てたわ。

その通りだよね。どのパネリストの提起も、これからの明るい笛

吹市のために、ほんとに大切なことばかりだね。

そうね。フォーラムの最後は場内からの質問も受けて、これから

男女共同参画を進めるには条例をつくっていくことが大切ってこ

ともまとめにあったわ。期待しちゃうなあ。

今回の調査結果から分別回収をした事で排出者責任が明確となり、可燃ごみの減量につなが

ったものと思われます。また、可燃ごみの中に約20%の分別可能な資源が混入されていました。

水切りについては、約5%の重量が減量することがわかりました。

市民の皆様にはより一層の分別の徹底と水切りにご協力ください。

VOL.20

担当から・・・

◎問合せ先 ●市民環境部
●御 坂 支 所
●一 宮 支 所

ごみ減量課
住 民 課
住 民 課

055－261－2044
055－262－2271
0553－47－1111

●八 代 支 所
●境 川 支 所
●春日居支所
●芦 川 支 所

住 民 課
住 民 課
住 民 課
地域住民課

055－265－2111
055－266－2111
0553－26－3111
055－298－2111

やってみるじゃん・ごみ減量53（笛吹市は平成18年度から5年間でごみの減量53％をめざしています）

　平成18年7月から10月までの4カ月間石和町恵比寿地区のご協力により同地区を「ごみ減量化リサイクル推進
事業」のモデル地区に指定させて頂きました。

　これは、各家庭から排出される可燃ごみの一部を抽出し組成調査を行うことで、同地区から排出される可燃
ごみ全体の組成別量を推定しようとするものです。

　また、調査期間を前期（7月・8月）、後期（9月・10月）に分け後期には自宅前の戸別収集、可燃ごみから
の生ごみの分別、及び試験的に各家庭に生ごみ用の水切りカゴを配布し、水切りの効果を計るものです。

　家庭から収集された「可燃ごみ」の主な項目の組成比について、生ごみの分別収集を行なわなかった前半（7・
8月）、行なった後半（9・10月）を（表-1、図-1・2・3）に示します。
　これを見ると季節変動はあるものの約50%が生ごみであり、約20%が分別可能なミックスペーパー・その他
プラスチック・資源物が混入されている事がわかりました。
　その他の可燃物に水分が染み込んでしまうことを考慮すると約5%の減量の水切りの効果が得られる事がわか
りました。

調査方法

ミックスペーパー

その他プラスチック

資源物�

生ごみ

生ごみ（分別）

可燃ごみ

粗大ごみ

全　体 前　半 後　半（％）

単位：kg

4.8

5.5

6.0

50.2

…

30.8

2.5

5.6

6.4

5.9

15.6

30.9

31.7

3.6

5.2

5.9

6.0

48.7

…

35.8

3.0

（*）通常の可燃ごみより厨芥を除いたもの

■�ミックスペーパー

■�プラスチック

■�資源ごみ�

■�厨芥

　�厨芥（分別）

■�可燃ごみ（*）

■�粗大ごみ

（*）通常の可燃ごみより厨芥を除いたもの

■�ミックスペーパー

■�プラスチック

■�資源ごみ�

■�厨芥

■�可燃ごみ（*）

■�粗大ごみ

表ー1

表ー2

重量比（後半）
可燃ごみ回収量（総量） 図ー2

重量比（前半）

図ー1

ひと ひと

（注）後半の組成割合（％）については表－2に示すとおり排出量の減によ
る影響と思われます。

7/27（木）

1000.0

800.0

600.0

400.0

200.0

0.0
8/31（木）9/28（木）10/26（木） 8/1（火）

調査月日
8/29（火） 9/5（火）10/10（火）

■�分別厨芥量
■�排出焼却ごみ量

1）調査日に収集される恵比寿地区内の可燃ごみから、150kg程度以上となるように試料を抽出採取しました。

2）抽出採取した試料（可燃ごみ）について、調査場所において組成別に分別し、その重量を組成別に計測しました。

このデータから、可燃ごみの組成比を算出しました。
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　「市民ミーティング」は、現在の市の課題や取り組みなどの情報をお知らせするとともに、それぞれの団体・
グループの抱える課題や“まちづくり”について市長と意見交換会を行い、情報を共有することで、市民と行政
による協働のまちづくりを進めようとするものです。

笛吹市内（在住・在勤・在学）の各種団体・グループごとに開催し、参加者数はおおむね10名以上
50名以内とします。

それぞれの団体・グループに設定していただきますが、それぞれに関連するテーマまたは広く“ま
ちづくり”に関係するテーマとします。

できるだけ希望にそえるよう市長の日程調整を行い決定します。
（市長の急務等により日程変更をお願いする場合もあります。）

午前9時から午後10時のうち2時間以内とします。

できるだけ市内の公共施設を利用してください。
（申込者が希望する会場で使用料等が発生する場合は、申込者の負担となります。）

「笛吹市�市民ミーティング申込書」にご記入のうえ、開催希望日の1カ月前までに提出してください。
（申込書は、秘書政策室、各支所地域課窓口、または市のホームページからダウンロードできます。）

次のいずれかに該当するものは開催いたしません。
　（1）特定の政党、政治団体、宗教等に関するもの
　（2）営利を目的とするもの
　（3）テーマが国または県の制度に限定されるもの
　（4）個別相談または苦情を目的とするもの
　（5）その他、開催することが適切でないと認められるもの

[ 対 象 者 ]

[ テ ー マ ]

[ 期 　 日 ]

[ 時 　 間 ]

[ 会 　 場 ]

[申込方法]

[注意事項]

　今年は、明治４０年の大水害から１００年という節目の年にあたります。
　過去に市内では、甚大な被害をもたらせた風水害が何度か発生しています。笛吹市内において過去にどのよう
な風水害が起こったのか、資料を収集して記録誌としてまとめたいと考えています。
　明治４０年・４３年の水害、昭和３４年の７号・１５号（伊勢湾台風）、昭和４１年の２６号台風ほか、これ
までに市内を襲った風水害の惨状を撮影した写真や状況を記した資料などを募集しています。
　お借りした写真や資料は必ずお返しいたしますので、みなさまのご協力をお願いいたします。

　
市
で
は
、
本
年
度
よ
り
市
の
将
来
像
や
基
本
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
示
す
総
合
計
画
の
策
定
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
合
計
画
は
、
市
の
最
上
位
計
画
と
な
る
大
変
重

要
な
計
画
で
、
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
、
実
施
計

画
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
方
自
治
法
に
お

い
て
「
市
町
村
は
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
に
当
た

っ
て
は
、
議
会
の
議
決
を
経
て
そ
の
地
域
に
お
け
る

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
の
運
営
を
図
る
た
め
の

基
本
構
想
を
定
め
、
こ
れ
に
即
し
て
行
な
う
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
計
画
策
定
に
際
し
て
は
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
こ
ど
も
議
会
な
ど
に
市
民
の
参
画
を
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

な
ど
で
多
く
の
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
き
し
な
が
ら
協

働
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
計
画
の
策
定
過
程
で
総
合
的
か
つ
専
門
的

に
審
議
す
る
た
め
、
関
係
機
関
や
各
種
団
体
代
表
者
、

公
募
委
員
な
ど
で
構
成
す
る
総
合
計
画
審
議
会
を
設

置
し
ま
し
た
。
去
る
12
月
14
日
に
第
１
回
審
議
会
を

開
催
し
、
委
員
委
嘱
を
行
っ
た
後
、
総
合
計
画
策
定

に
関
す
る
基
本
方
針
や
市
の
現
況
、
こ
れ
ま
で
の
基

礎
調
査
の
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ

て
計
画
策
定
の
状
況
を
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◎問合せ先

◎問合せ先
◎問合せ先

　平成１９年４月１日から平成２１年３月３１日
までを有効期間とする競争入札参加申請を次のと
おり受け付けています。
　法人事業者、個人事業者等にかかわらず、平成
１９年度及び平成２０年度に市が発注する競争入
札に参加を希望される方は申請書の提出をお願い
します。
　「競争入札参加資格審査申請提出要項」、「申
請用紙」は笛吹市ホームページ及び市役所総務部
管財課契約担当窓口（市役所１階）で配布してい
ます。

■受　付　期　限　平成１９年２月２８日（水）まで
■受　付　場　所　市役所総務部管財課（市役所１階）
■受　付　時　間　午前８時３０分～１２時・午後１時～５時
　　　　　　　※ただし、土日祝祭日を除きます。
■提　出　方　法　持参申請のみ（郵送は受け付けません）
■登録申請区分　建設工事、測量・建設コンサルタント、
　　　　　　　物品・役務

パブリック・コメント制度は、市の計画や重要指針の素案が固まった段階で広く市民の意見
を募集し、寄せられた意見を参考に最終決定する手続きです。

　現在策定中の５案件に対して皆さまの意見を募集します。ご利用ください。

■�意見募集期間　　２月１日～３月２日(必着)
■�募集する案件、意見提出方法・提出先

対象となる計画書（素案）はホームページで閲覧できるほか、担当窓口でも入手できます。
お手数ですが下記担当にご連絡ください。

1.�地域福祉計画�(素案)

2.�障害者基本計画�(素案)���

3.�障害福祉計画�(素案)���

4.�健康増進計画�(素案)

5.�行財政改革実施計画�(素案)�

〒406-0031�笛吹市石和町市部800

笛吹市石和保健福祉センター��福祉総務課

または各支所健康福祉課

〒406-0031�笛吹市石和町市部800�笛吹市石和保健福祉センター��健康づくり課

〒406-8510�笛吹市石和町市部777�笛吹市役所�秘書政策室

262-1272

262-1272

262-4115

笛吹市
ホームページ
から手続き

募集する案件�一覧
担当�、�意見提出方法�・�提出先

郵送、来庁 Ｆａｘ Ｅメール

意見提出用紙　　
　下の記入例に準じていれば様式自由。（ホームページからダウンロードも可能）

意見提出用紙（例）

対象となる計画名　（必ず記入） 氏名又は団体名　（必ず記入）

住　所　（必ず記入） 電話番号または連絡先　（必ず記入）

意　見　（必ず記入）

■�その他
・提出意見は内容ごとに整理・分類し、市の考え方とともに公表します。
・提出者の氏名等の個人情報は公表しません。
・電話や口頭での意見提出手続きはお受けいたしかねます。
・詳細はホームページに掲載します。

総務部　管財課　契約担当
０５５－２６２－４１１１（内線１５２・１５３）

●

各担当窓口　０５５－２６２－４１１１（代）●

秘書政策室　広聴広報担当　０５５－２６２－４１１１（内線２２３・２２４）●
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所得税・市県民税の申告はお早めに所得税・市県民税の申告はお早めに
平成１８年分「所得税」の確定申告と平成１９年度分「市県民税」の申告相談及び受け付けが始まります。

申告期間

申告場所

申告が必要な方

申告に必要なもの

平成１９年２月１６日（金）～３月１５日（木）※土・日曜日を除きます。
受付時間　午前９時～午前１１時　午後１時～午後４時

笛吹市役所本庁・各支所（御坂支所・一宮支所・八代支所・境川支所・春日居支所・芦川支所）

平成１９年１月１日現在、笛吹市に住所を有する方で
（１）�平成１８年中に所得があった方
（２）�給与所得者のうち

・�勤務先から給与支払報告書の提出がなかった方　・�給与所得以外に所得があった方
・�平成１８年中に勤務先を退職し年末調整を受けなかった方
・�平成１８年中に２カ所以上から給与があった方　・�所得税の還付を受ける方

（３）�収入（所得）がなかった方でも、国民健康保険に加入している方、所得証明が必要になる方

（１）申告書（税務署または市役所から送付されていない方には、税務課窓口及び申告会場に用意してあります）
（２）印鑑
（３）源泉徴収票（給与所得者・年金受給者など）
（４）収支内訳書または収支決算書（営業等・農業・不動産所得者）
（５）控除関係書類（医療費の領収書、生命・損害保険料、国民年金保険料等の控除証明書など）

●問合せ先
総務部　税務課　市民税担当　０５５－２６２－４１１１（内線１３４・１３５）
御坂支所地域課　０５５－２６２－２２７１　　　境川支所地域課　　　０５５－２６６－２１１１
一宮支所地域課　０５５３－４７－１１１１　　　春日居支所地域課　　０５５３－２６－３１１１
八代支所地域課　０５５－２６５－２１１１　　　芦川支所地域住民課　０５５－２９８－２１１１
山梨税務署個人課税担当　０５５３－２２－１４１５

確定申告受付日程表

境　川

2月16日

2月19日

2月20日

2月21日

2月22日

2月23日

2月26日

2月27日

2月28日

3月　1日

3月　2日

3月　5日

3月　6日

3月　7日

3月　8日

3月　9日

3月12日

3月13日

3月14日

3月15日

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

午前９時～11時

午後１時～４時

午前９時～11時

午後１時～４時

午前９時～11時

午後１時～４時

午前９時～11時

午後１時～４時

午前９時～11時

午後１時～４時

午前９時～11時

午後１時～４時

午前９時～11時

午後１時～４時

午前９時～11時

午後１時～４時

午前９時～11時

午後１時～４時

午前９時～11時

午後１時～４時

午前９時～11時

午後１時～４時

午前９時～11時

午後１時～４時

午前９時～11時

午後１時～４時

午前９時～11時

午後１時～４時

午前９時～11時

午後１時～４時

午前９時～11時

午後１時～４時

午前９時～11時

午後１時～４時

午前９時～11時

午後１時～４時

午前９時～11時

午後１時～４時

午前９時～11時

午後１時～４時

2月21日（水）

2月22日（木）

2月23日（金）

2月26日（月）

2月27日（火）

2月28日（水）

3月　1日（木）

　
二之宮

夏目原

金川原

井之上

下井之上

県営団地

八千蔵

尾山

蕎麦塚

国衙

下野原

栗合

藤野木・新田・立沢

戸倉・十郎

新上宿・坂野

道場・駒留

若宮

八反田

下黒駒

成田

成田

下成田

竹居

大野寺

二階

末木

坪井

石・南野呂

中尾

下矢作・竹原田

市之蔵・金沢

田中

本都塚・神沢

国分

一ノ宮・東新居

北都塚・東原

小城・塩田

金田・土塚

千米寺・上矢作

北野呂・地蔵堂

新巻・狐新居

※石和・春日居については特に地区の指定はありませんので期間内に確定申告を行ってください。
※土地・建物等の譲渡所得のある方は直接税務署で申告をしてください。
※指定された日時に都合の悪い方は、予備日をご利用ください。

南（1～4組）�
大黒坂

南（5～10組）

南（11～14組）�
小黒坂

南（15～20組）

南（21～24組）�
小黒坂

南（25～34組）

南（35組～　）�
小山

北（1～4組）�

北（5～7組）�
前間田

北（8～12組）

北（13～15組）�
前間田

北（16～21組）

北（22～27組）�
石橋

北（28組～　）

高家（1～4組）�
石橋

高家（5～10組）

高家（11組～　）� 石橋

岡（3～4組）� 三椚

岡（1～2組）�
大坪・境

岡（5～7組）�

岡（8～10組）� 大窪

岡（11組～　）� 藤垈

増田（1～2組）�
藤垈

増田（3～5組）�

増田（6組～　）�
藤垈

奈良原（全）

竹居（1～5組）�
原

竹居（6組～　）�

永井（1～2組）�
原

永井（3～5組）�

永井（6組～　）�
上寺尾

米倉（1～3組）�

米倉（4～5組）�
中寺尾・間門

米倉（6組～　）

月　　日 受付時間
地　　　区　　　名

御　坂 一　宮 八　代

会　場

笛吹市役所

本庁

開��催��日 相談時間

[�租�税�公�課�]�（農業、不動産業等の申告をされる皆さん）

固定資産税
　市役所本庁及び各支所以外で申告をされる方や、事前に租税公課の算出をしたい方につきましては、7月に送付いたしました平
成18年度固定資産税納税通知書に同封されております課税明細書により算出を行っていただきます。
　なお、紛失された場合は本庁税務課及び各支所地域課窓口により有料にて名寄帳の交付を受けていただくことになりますので
ご理解、ご協力をお願いします。�

[�社�会�保�険�料�]

国民健康保険税
　領収書や振替口座の通帳等で金額を確認して申告を行ってください。もし金額がわからない場合は、本庁・支所の国民健康保
険窓口で納税証明書を発行します。

国民年金保険料
　確定申告の手続きの際は、必ず国民年金保険料控除証明書、又は領収書が必要となります。
　国民年金保険料控除証明書は11月上旬にお手元に送付されています。紛失した場合は社会保険事務所へ問い合わせください。
※平成18年10月3日から12月31日の間に、初めて国民年金保険料を納付された方の証明書は、平成１９年２月に送付される
　予定です。�

介護保険料
　領収書や振替口座の通帳等で金額を確認して申告を行ってください。もし金額がわからない場合は、本庁（介護保険課）・支
所（健康福祉課、芦川支所は地域住民課）の窓口で納付証明書を発行します。

税務課��資産税担当　055－262－4111（内線131～133）

国民健康保険課　055－262－4111（内線121）

社会保険事務所�控除証明専用ダイヤル　0570－00－9911(午前9時～午後5時)

介護保険課　055－261－1903(介護保険課直通)

上芦川

新井原

中芦川

鶯宿

予備日
予備日

予備日 予備日

芦��川

午前10時から12時���

(受付は11時30分まで)���

・

午後1時から4時���

（受付は3時30分まで）

2月23日（金）

会　場開��催��日 相談時間

午前10時～午後4時 税理士会館

2月19日（月）～21日（水）

会　場開��催��日 相談時間

午前10時～午後4時 税理士会館

●問合せ先　税理士会甲府支部　055－233－1318
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　老人医療費は、お医者さんでみなさんが支払っている一部負担金のほかに、みなさんが加入している国民健康

保険や健康保険からの「拠出金」、国、県、市からの負担金などいろいろな人達の協力によって、まかなわれて

います。医療費が増え続けると、皆さんの負担も大きくなります。

　医療費の節約はみなさんが加入している医療保険制度のためでもあります。

　安心して医療を受けることができるよう、一人ひとりが日頃から意識し、医療費を大切に使いましょう。

　下のグラフは平成１８年３月から９月診療分の医科・歯科・調剤の月平均費用額です。

医 療 費 対 策
お医者さんにかかるときのちょっとした心がけひとつで医療費の節約になります。日頃から上手な受診を心がけましょう。

1・重複受診を避けましょう
　検査・処置などをやり直すので医療費が二重にかかります。
2・診療時間内にお医者さんにかかりましょう
　緊急の場合などのときはやむを得ませんが、診療時間内にお医者さんにかかるようにしましょう。
3・かかりつけ医を持ちましょう。
　「かかりつけ医」を決めておくと家族の病歴などを把握した上で診察してもらえます。
4・薬は上手に飲みましょう。
　お医者さんの指示に従い適切な用量・用法を守り、薬を飲みましょう。
5・健康診断を受けましょう
　年に１回は定期的に健康診断を受け、病気の早期発見・早期治療を心がけましょう。

　農業者の高齢化や担い手不足により遊休農地が年々増える傾向に

あります。一度遊休化、荒廃した農地は年数を経るごとに農地性を

失い、耕作可能な農地への復旧には多大な投資と労力を必要とします。

　さらに遊休農地が発生すると、雑草が繁茂して産業廃棄物の不法

投棄や、病害虫の発生、土砂等のたい積、鳥獣害の発生、火災の発

生など、環境の悪化にもつながります。

　近隣の耕作者・住民の方へ大変な迷惑になりますので、農地の適

切な管理等を十分にお願いいたします。

◎問合せ先　●�産業経済部�農政課�振興担当　０５５－２６２－４１１１（内線２３４）
　　　　　　●�農業委員会事務局　０５５－２６２－４１１１（内線２３６）

◎問合せ先　●市民環境部�国民健康保険課�高齢者医療担当　０５５－２６２－４１１１（内線１２４・１２５）

平成１８年度�老健�月別医療費（医科・歯科・調剤）1人当たり平均 単位：円

3月

61,580

月

金額

4月

57,447

5月

61,119

6月

58,615

7月

62,892

8月

58,984

9月

58,685

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

64,000

63,000

62,000

61,000

60,000

59,000

58,000

57,000

56,000

55,000

54,000

金額

◎問合せ先　●�保健福祉部�児童課�児童家庭担当　０５５－２６１－１９０４

◎問合せ先��●�保健福祉部�福祉総務課�障害福祉担当��０５５－２６２－１２７１（内線１２４・１２５）

◎問合せ先　●�保健福祉部�介護保険課�認定審査担当　０５５－２６１－１９０３（直通）

※交付された障害者控除対象者認定書は、必ず確定申告の際に提出してください。

　所得税法や地方税法では、所得申告する本人または扶養親族等が障害者に該当する場合、「障害者控除」として

一定金額を所得から控除できます。

　この障害者控除の対象となるのは、一般的には身体障害者手帳や療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、戦傷病

者手帳等の交付を受けている方ですが、手帳を持っていなくても年齢が満６５歳以上の方で、「常にねたきりで複

雑な介護を要する方」や「身体障害者または知的障害者に準ずるものとして市町村長等の認定を受けている方」

であれば、市の認定書により障害者控除を受けることができます。また、平成１９年１月以降、身体障害者手帳

または療育手帳を新たに交付された満６５歳以上の方で、平成１８年１２月３１日の時点で障害があったと認め

られる場合も同様に市の認定書により障害者控除が受けられます。

　笛吹市では、下記のうち申請のあった方に対して、審査の上、障害者控除対象者認定書を交付します。

　身体障害者手帳または療育手帳を、平成１９年１月以降に新たに交付された方で、平成１８年１２月３１日の
時点で、障害を持っていたと判断できる満６５歳以上の方に対して、障害者控除対象者認定書を交付します。

　平成１９年４月に小学校
へ入学する児童がいるひと
り親家庭に、市より祝金と
して児童１人につき、1万円
を支給します。
　支給要件にあてはまる方
は、申請をしてください。

ひとり親家庭とは
配偶者のない女子または男子と、その者が扶養している児童がいる世帯です。
現に事実上婚姻関係と同様の状態にある場合は除きます。

《支給要件》・・・平成１９年２月１日現在

○笛吹市に住民登録があること。
○平成１９年４月に山梨県内の小学校（ろう学校、盲学校、養護学校

を含む）へ入学する児童を育て、生計を同一とするひとり親家庭の
親（父母のない児童の養育者を含む）であること。

　※ただし、児童収容施設（母子生活支援施設を含む）に入所中の児童、
　並びに里親に委託中の児童は除く。

○生活保護の受給世帯でないこと。

■申請方法

■認定方法

■申請方法

■認定方法

【介護保険で要介護認定等を受けられている場合】

【障害者の場合】

確定申告に必要と思われる方は、介護保険課また
は各支所福祉窓口へ申請してください。（用紙は
窓口にありますので、印鑑のみご持参ください）
ただし、要介護認定を受けているからといって、
必ずしも障害者控除の対象になるとは限りません。
認定申請書を提出した方の要介護認定訪問調査内
容をもとに審査・判定を行います。

■申請期限

■申請場所
■申請書類

平成１９年２月２８日（水）
※平成１９年２月１日以降に支給要件にあてはまるようになった場合、
　もしくは２月２８日までに申請ができなかった場合には、

保健福祉部児童課・各支所健康福祉課（芦川支所は、地域住民課）
ひとり親家庭小学校入学祝金支給申請書
ひとり親家庭受給者証の写しなど、資格を証明する書類
※申請用紙は、児童課及び各支所にあります。

平成１９年３月３０日（金）まで

受け付けます。

平成１９年１月以降、新たに発行された身体障害者手帳または療育手帳と印鑑をご持参の上、福祉
総務課または各支所福祉窓口にて申請してください。（用紙は福祉担当窓口にあります）
手帳を申請したときの診断書・意見書、診断日、療育手帳の判定日等をもとに障害固定の日付が判断
できるかどうか審査・判定します。ただし、診断書等の内容によっては交付できない場合があります。
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計
26,718,403千円

100% 人件費

その他

扶助・補助費

公債費

投資的経費

給料

諸手当

期末・勤勉手当

4,553,289千円
17.0%

4,553,289千円
17.0%

4,483,194千円
16.8%

4,483,194千円
16.8%

6,047,819千円
22.6%

6,047,819千円
22.6%

2,825,934千円
10.6%

2,825,934千円
10.6%

8,808,167千円
33.0%

8,808,167千円
33.0% 計

3,400,211千円
100%

職員１人当たり
給与費�5,852千円

918,331千円
27.0%

327,636千円
9.6%

918,331千円
27.0%

327,636千円
9.6%

2,154,244千円
63.4%

2,154,244千円
63.4%

　市の人事行政の運営における公正性と透明性を高めることを
目的として、地方公務員法及び笛吹市人事行政の運営等の状況
の公表に関する条例に基づき、職員の任用、職員数、給与、勤
務時間その他の勤務条件など人事行政の運営等の状況について、
お知らせします。

平均給料月額(平成18年4月1日）

（平均年齢40.6歳）

（平均年齢38.8歳）

（平均年齢50.2歳）

（平均年齢43.0歳）

福祉職

看護・保健職

単労職

一般行政職

308,200円

298,900円

246,300円

333,800円

初任給の状況(平成18年4月1日）

福祉職（大卒）

看護・保健職（大卒）

単労職（高卒）

行政職（大卒）

182,100円

196,000円

127,700円

170,200円

経験年数別平均給料月額の状況（平成18年4月1日）

部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

部門 区　分
職員数

平成18年平成17年

対前年
増減数

主な増減理由

一
般
行
政
部
門

6

152

38

19

13

32

153

39

452

96

96

27

17

22

66

614

0

△�17

0

0

△�1

5

1

△�18

14

△�16

△�11

△�11

1

0

0

1

△�26

6

169

38

20

8

31

171

25

468

107

107

26

17

22

65

640

議　会

総　務

税　務

労　働

農林水産

商　工

土　木

民　生

衛　生

小　計

事務の統廃合縮小

観光業務の充実

事務の統廃合縮小

支所保健師を衛生に計上

事務の統廃合縮小特
別
行
政
部
門

教　育

警　察

消　防

小　計

公
営
企
業
等
部
門

水　道

交　通

下水道

その他

小　計�

合　計

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する
　　　休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いている。

一般行政職の級別職員数の状況（平成18年4月1日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比（％）

７級

６級

５級

４級

３級

２級

１級��

部長・事務局長・次長

部長・次長・室長・課長・事務局長・所長

課長・館長・所長・主幹

主幹・副主幹

主査

主任

主事

一般行政職職員数

8

35

88

73

90

64

28

386

2.1

9.1

22.8

18.9

23.3

16.6

7.2

100

歳出に占める人件費の状況（平成17年度普通会計決算） 給与費の状況（平成17年度普通会計決算）

※「市職員の数と給与の状況」については、インターネットの笛吹市ホームページからご覧になれます。
　　笛吹市ホームページアドレス　http://www.city.fuefuki.yamanashi.jp

給与の種類と内容

給　与

職種や職務に応じた給料表に定める額
配偶者13,000円、その他2人まで6,000円
借家の場合、家賃が12,000円をこえるときに支給し、
家賃の額に応じ最高27,000円まで
運賃55,000円までは全額、55,000円超は2分1を支給
自動車使用者は、通勤距離に応じ支給
へき地手当など

危険・困難・不健康な勤務についたとき
・防疫等作業手当：作業1日1,500円、死体1体3,000円
・野犬等野生動物捕獲・死骸等処理手当：1件500円
・行旅病人取扱手当：病人1人1,800円、死体1体6,000円
・税務職員手当：1日500円
・自動車運転従事者手当：1カ月：40,000円
・年末年始宿日直特別手当：1日2,000円

正規の勤務時間を超えて勤務したとき
管理職手当など
�管理職手当：次の支給率を給料月額に乗じたもの
・6、7級部長級：16％　・6級次長級：14％
・5、6級課長級：12％　・5級主幹級：8％
・4級主幹級：6％

ボーナスに相当する手当（年間4.45カ月）
　　　　　　　　　　　（再任用職員　2.35カ月)
退職したとき（勤務年数に応じ0.6～59.28カ月）

※本市の特殊性を考慮し、住居手当は国の支給方法と異なっています。

○給　料………………
○扶養手当……………
○住居手当……………

○通勤手当……………

○その他………………

○期末・勤勉手当……

○退職手当……………

○特殊勤務手当………

○時間外勤務手当……
○その他………………

毎月きまって支給されるもの

特殊な職務や特殊な勤務についたとき実績に応じて支給されるもの

臨時に支給されるもの

行政職（大卒） 行政職（高卒） 単労職（高卒）

経験年数10年
経験年数15年
経験年数20年

247,400円

206,400円

233,300円

247,400円
272,400円

325,800円

376,800円

272,400円

325,800円

376,800円

232,100円

278,200円

317,700円

232,100円

278,200円

317,700円

206,400円

233,300円

◎問合せ先

平成19年度の笛吹市の臨時職員を次のように募集します。

就労を希望される場合は、あらかじめ登録が必要です。

【登録の方法】
次の書類を、平成１９年２月１６日までに総務部総務課人事給与担当へ提出してください。

　①「笛吹市臨時職員登録カード」

　　（様式は総務課人事給与担当に用意してあります。）※笛吹市ホームページからもダウンロードできます。

　②履歴書(写真を必ず添付してください。)

　※健康診断書（採用内定者のみ提出してください。平成１９年４月１日採用予定者には３月９日までに連絡します。）

【登録の資格要件】
① 登録時現在７０歳未満の心身ともに健康な方。

②障害者である場合は、自力により通勤ができ、かつ介護者なしに職務の遂行ができる方。

③ 一般事務は、パソコン操作が可能な方。（文字入力、文書作成程度）

④ 保育士、介護福祉士、保健師など一定の資格が必要な職種は、その資格をお持ちの方。

����（資格を称する書類の写しを添付してください。）

【待遇、勤務条件等】
① 募集職種と賃金（別表のとおり）

② 勤務時間　一部の職種や別に定める場合を除き、原則として

　　　　　　 週休日（土、日）、休日（祝日及び１２月２９日から

　　　　　　１月３日までの年末年始）以外の午前８時３０分

　　　　　　 から午後５時３０分まで。

③ 諸　手　当　通勤手当

④ 休　　暇　年次有給休暇、特別休暇

⑤ 各種保険　健康保険、厚生年金保険、雇用保険の加入

⑥ そ　の　他　｢笛吹市臨時職員取扱要綱｣基づき別に定めます。

【雇用の手続き】
　臨時職員を任用する必要が生じた場合、登録者の中から

　書類審査、面接審査により選考のうえ採用します。

【雇用期間】
　平成１９年４月１日以降（任用期間は、どの職種においても

　原則として６カ月以内とします。職種によっては登録期間内

　に継続任用される場合があります。）

【その他】
① 臨時職員として採用された場合の給与の支払は口座振替となり、
　 原則として毎月２０日に指定口座(郵便局を除く)に振り込みます。
② この登録は笛吹市以外に就職したり、進学したりすることを拘束
　 するものではありません。

※ 平成１９年４月１日以降に採用を希望する方は、随時受付をしております。
　 上記の方法により登録カードを提出してください。

※笛吹市臨時職員募集については市ホームページからもご覧になれます。

　笛吹市ホームページアドレス　http://www.city.fuefuki.yamanashi.jp/

０５５－２６２－４１１１（内線２０４・２０５）

一般事務� 6,400円

一般事務�(5時間/1日）� 4,000円

教師・学芸員� 9,000円

図書館司書� 6,800円

保育士�

7,700円

栄養士

介護福祉士

学童保育指導員
及び補助員

保健師� 9,000円

専門交通指導員�

6,200円

文化財関係作業員�

調理員�

徴収員�

用務員�

募集職種 日額

●総務部�総務課　人事給与担当
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　笛吹市では２月上旬に１９才以上の市民を対象にした、

各種検診（総合健診・子宮がん検診・乳がん検診・歯周疾患

検診・人間ドック等）の希望調査書を郵送します。

　この調査書は、世帯ごとに調査書が送られますので、ご家

族で各種検診を希望する人も検診を希望しない人も調査書

に記入いただき、お手数でも同封の返信用封筒で２月２０

日（火）までに返信をお願いします。詳しい内容や日程につ

いては、郵送される調査書をご覧になってください。

　なお、２月１３日（火）を過ぎても調査書が届いていな

い場合は下記までご連絡ください。

悪い生活習慣の積み重ね（食べ過ぎ・運動不足・喫煙など）

内臓脂肪がたまる（内臓脂肪型肥満。目安は腹囲が男性８５cm以上・女性９０cm以上）

血圧が高め
（血圧高値→高血圧）

血糖値が高め
（高血糖→糖尿病）

中性脂肪が高い
HDLコレステロールが少ない

（脂質代謝異常）

動脈硬化

（からだの各部へ血液を運ぶ動脈が、硬くなったり、もろくなったり、つまったりする）

（狭心症、心筋梗塞、心不全など） （脳出血、脳梗塞、くも膜下出血など） （壊疽、大動脈瘤など）
その他の動脈硬化疾患脳卒中心臓病

このうちいずれか２つ以上があてはまると���● ● ● ● ●

　��日本人の三大死因

　日本人の三大死因はがん、心臓病、脳卒中です。

（笛吹市の平成１７年の主な死因は、がん、肺炎、

心臓病、脳卒中でした。）これらのうちの心臓病・

脳卒中は動脈硬化が原因となる病気です。この

動脈硬化の危険因子として「メタボリックシン

ドローム」が注目されるようになってきました。

このメタボリックシンドロームを防ぐためにも、

年に１回は各種検診を受けましょう。

◎問合せ先 ０５５－２６５－２１１１
０５５－２６６－２１１１
０５５３－２６－３１１１
０５５－２９８－２１１１

● 八 代 支 所 健 康 福 祉 課
● 境 川 支 所 健 康 福 祉 課
●春日居支所健康福祉課
● 芦 川 支 所 地 域 住 民 課

０５５－２６１－１９０１
０５５－２６２－２２７１
０５５３－４７－１１１１

●保健福祉部健康づくり課
● 御 坂 支 所 健 康 福 祉 課
● 一 宮 支 所 健 康 福 祉 課

Ｂ Ｃ Ｇ
三種混合Ⅰ期初回・追加

（ジフテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合�Ⅰ期

二 種 混 合 Ⅱ 期
（ ジ フ テ リ ア・破 傷 風 ）

日 本 脳 炎 Ⅰ ・ Ⅱ 期

予防接種名 通知対象者

＊対象者には、予診票、契約医療機関等の詳し
いお知らせをします。接種時期等の内容をよ
く確認し契約医療機関にて予防接種を受け
てください。

＊他市町村より転入してきた方、予診票のない
方、有効期限切れの方はお住まいの地域の下
記連絡先までお問い合わせください。

平成1８年11月生まれ

平 成 1 8 年 2 月 生 ま れ

平 成 8 年 2 月 生 ま れ

現在見合わせています

　１２月８日、石和保健福祉センタ―で高齢者による高齢者のための健康体
操指導受講者に講習修了証が交付されました。
　これは９月２２日から３カ月間、計１２回にわたり行われた実践講習「笛
吹市シルバー体操指導員初級養成講座」の受講者２３人に荻野市長から「修
了証」が授与されたものです。
　終了証の交付を受けた指導員の皆様には、身近な地域（老人クラブ、自治会
活動等）での体操指導と普及を始め、市主催の保健事業や介護予防事業等へ
の積極的参加とご協力を期待しています。

●��産業経済部�観光商工課��TEL�０５５－２６２－４１１１（内線２５１～２５３）�FAX�０５５－２６２－８５０７

●��産業経済部�観光商工課　０５５－２６２－４１１１（内線２５１）

期 日

時 間

コ ー ス

参 加 資 格

募 集 人 員

募 集 期 限

参 加 料

着 用 衣 装

宿 泊 優 待

平成１９年４月４日（水）

午後６時集合（ホテル干石）　午後７時出発（開会式後）～午後９時終了予定

（仮）まつり広場～湯けむり通り～さくら温泉通り（約２km）

健康な女性（個人・グループは問いません）

７０人

平成１９年３月３０日（金）※定員になり次第締め切ります。

無料

○ハッピ（持参可、無料貸し出しあり）　○股引きまたは短パン（持参、できれば白色）

○まつり足袋（持参、ない方は実費約１,２００円）

宿泊参加者優待料金��１人��８,０００円（１泊２食���税・サービス料込み）

石和温泉旅館協同組合加盟の指定宿

日 時

会 場

入 場 料

平成１９年３月１７日（土）～２５日（日）　※１日２回上映

笛吹市スコレーセンター集会室

１，２００円（笛吹市スコレーセンター内、（財）いさわ文化・スポーツ振興財団で販売しています。）

●��産業経済部�観光商工課内（石和温泉観光協会）
　　　　　　　　　　　��０５５－２６２－４１１１（内線２５１～２５３）
●��石和温泉旅館協同組合　０５５－２６２－３６２６

◎参加申込・問合せ先

◎宿泊申込先

◎問合せ先

◎問合せ先

　笛吹市桃の花まつりの一環として開催される「石和温泉　芸妓みこし・花みこし」の担ぎ手女性を募集
します。満開の桜花のもと、芸妓さんと一緒にまつりを楽しみませんか。

　合併記念映画「ほのかの書」の先行上映会を開催いたします。笛吹市内で撮影された映画をぜひご覧ください。

平成１９年４月１５日（日）

平成１９年２月２８日（水）まで

市内の方は無料　

市外の方は1人２,０００円（記念品、記念写真、お弁当、保険料）

１６歳以上の健康な男女で、鎧を着て2km以上歩けること

※１０人一組が望ましいが、個人・グループの参加も歓迎します。

７００人

住所・氏名・生年月日・電話番号を明記して申し込んでください。

（FAX可）FAX�０５５－２６２－８５０７

　例年４月中旬に笛吹市役所前、笛吹川河川敷において壮大な合戦シーンを
再現した一大戦国絵巻、桃の花まつり川中島合戦が行われています。
　本年も川中島合戦を開催するにあたり一般参加者を募集します。
　仲間と一緒に戦国時代のロマンを体験し、感動的な思い出をつくりましょう。

開 催 日

募 集 期 限

参 加 費 用

参 加 条 件

募 集 人 数

申 込 方 法



　消防法が改正され、平成１８年６月１日からすべての新築住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付

けられました。すでに建てられている住宅でも、平成２３年５月３１日までに設置しなければなりま

せん。これからは、どの家にも原則として寝室と、寝室が２階以上にある場合は階段にも住宅用火災

警報器の設置が必要です。

　住宅用火災警報器の価格は、メーカー、機能等により異なりますが、多くは１個５,０００円から

１０,０００円位です。消火器の悪質販売が多発しているように、これからは住宅用火災警報器の悪

質販売が増えることが予想されます。不適正な価格・無理強い販売などを行う業者には十分注意して

ください。少しでも不審な点を感じたり、住宅用火災警報器についてわからないことがありましたら、

笛吹市消防本部予防課（０５５－２６１－０１１９）までご連絡ください。

　また、笛吹市内において放火及び放火の疑いが原因と思われる火災が多発しております。家の周りに

は燃えやすいものやゴミなどを置かないようにして、各家庭でも放火されないように注意してください。

　季節も冬になり、空気が乾燥し、火災の発生しやすい気候となりました。

　現在は、ダイオキシンの発生等の生活環境問題から、生活ゴミや廃棄物等の処分のための焼却は、法

令上禁止されています。

　ただし、河川清掃や道路清掃で出た草木の焼却、農作業に伴い刈り取った雑草、せん定した木の枝等

の焼却、「どんど焼き」などの行事を行うための焼却及び暖を取るための焚き火等は禁止行為の例外と

して認められています。

　しかし、これらの場合でも周辺地域の生活環境に、悪影響を及ぼさないように行うことが大前提となります。

　このような焼却行為は「火災とまぎらわしい煙又は火災を発生するおそれのある行為」となり、事前

に消防署への届出が義務付けられています。

　また、煙霧消毒（バルサン等）を行う場合も消防署へ連絡をしてください。

　現在は、届出者への便宜を図り、電話での受付処理を実施しておりますので、火災とまぎらわしい煙

を発生する行為等を行う際は、事前に消防署に届出し、必要な指導を受けるようお知らせいたします。

◎連絡・問合せ先　●�笛吹市消防本部�笛吹市消防署
　　　　　　　　　TEL�０５５－２６１－０１１９　FAX�０５５－２６２－０００５

　笛吹市消防本部管内の救急出場件数は５年前（平成１２年２,１９６件）

に比べて、１,１９５件増加しています。救急車の台数は限られており、

救急搬送が重なると重症患者の搬送が遅れる恐れもあります。適切な

通報を心がけてください。

　救急車が利用できるのは

①火災、暴風雨などの災害による傷病者

②交通事故や公衆の出入りする場所での傷病者

③屋内外において生じた事故、急病等で生命に危険を及ぼし、若しく

　は著しく悪化する恐れがある場合

　救急車は、急いで病院へ搬送しなければならない場合に活用するよう定められています。緊急性の

ない場合は、自家用車又はタクシー等を利用してください。

　笛吹市管内からの携帯電話による１１９番通報時、電波の状態によっては必ずしも笛吹市消防署に

つながるとは限りませんので注意してください。

　平成１９年度の下水道事業受益者負担金賦課の対象となる皆さまには、２月上旬に申告書をお送りします。

この申告書には受益地の地目・面積などが記載されており、受益者負担金をお支払いただくための重要な資

料となりますので、内容の確認と、注意事項や添付書類等をお読みのうえ、必ず申告（返送）してください。

（※申告書を返送されない場合でも条例施行規則により認定され、賦課されることになります。）

　なお、受益者負担金の賦課（支払い）は平成１９年６月１日からとなります。詳細については、申告書とともに

お送りする書類をお読みください。

例年、口座振替依頼書を申告書と一緒に市役所に送

られる方がいらっしゃいますが、印鑑相違などの間

違いが多く、手続きができないことが多くみられま

す。必ず金融機関の窓口において、ご自分で手続き

してくださいますようお願いします。

○提出締切日：平成１９年２月中旬予定

　今年度（平成１８年度）までは、世帯員の確認基準日をその年の４月１

日としていましたが、条例改正により基準日が「１月１日」になりました。

　よって、平成１９年度分は、確認基準日が平成１９年１月１日になりま

すので、ご理解をお願いたします。

　平成１９年度から、表１のとおり口座振替のできる金融機関が増えました。

　４月の引き落としから使える口座振替依頼書ができましたので、新規・

変更等ご希望の方は、該当する金融機関で手続きをお願いいたします。

　また、新しい口座振替依頼書による申し込みは、２月中旬から各金融機

関及び郵便局の窓口で受け付けますので、ご希望の方はお申し込みください。

　なお、現在郵便局の「自動払込利用申込書」は、新しい口座振替依頼書

に切り替りますので、ご注意ください。

◎問合せ先　●�公営企業部�下水道課　０５５３－２６－５５４７　●�芦川支所�０５５－２９８－２１１１

◎問合せ先　●公営企業部�下水道課�総務担当　０５５３－２６－５５４７　●各支所�住民課

Q.申告書は誰に送付されるのですか

A.　申告書はその土地の所有者にお送りしま

す。所有している土地について権利関係等が

ある場合は、申告書によって受益者を決定し

ますので、必ず申告書を提出してください。

なお、「受益者が誰になるか」等は右の図を

見て判断してください。

Q.負担金の支払はいつ頃ですか。またどんな
方法がありますか

A.　負担金の支払は６月からになります。支

払方法は、報奨金のつく一括納付や分割納付

などがありますので、必ず明記してください。

なお、支払方法の明記がない場合、支払方法

は報奨金のつかない分割納付になります。

Q.支払を口座振替でしたいのですが、手続きは
必要ですか。

A.　支払を口座振替で希望する場合は、同

封の口座振替依頼書に記入のうえ下記の金

融機関にて手続きをお願いします。水道使

用料などと同じ口座から引き落とす場合でも、

「受益者負担金」としての手続きは必要にな

りますのでご注意ください。

平成19年度分から

山梨中央銀行

笛吹農業協同組合

郵 便 局

山梨信用金庫

甲府信用金庫

山梨県民信用組合

フルーツ山梨
農業協同組合

平成18年度内

山梨中央銀行

笛吹農業協同組合

郵 便 局

　 　 ― 　 　 �

　 　 ― 　 　 �

　 　 ― 　 　 �

　 　 ― 　 　 �

この場合の
受益者は
Aさん！

この場合の
受益者は
Bさん！

Aさんの土地に
Aさんが家を建て
Aさんが住んでいる

Aさんの土地に
Aさんが家を建て
Aさんが住んでいる

Aさんの土地に
Aさんが家を建て
Cさんが住んでいる

Aさんの土地に
Aさんが家を建て
Cさんが住んでいる Aさんの土地を

Aさんが使用している
Aさんの土地を
Aさんが使用している

Aさんの土地に
Bさんが家を建て
Bさんが住んでいる

Aさんの土地に
Bさんが家を建て
Bさんが住んでいる

Aさんの土地に
Bさんが家を建て
Cさんが住んでいる

Aさんの土地に
Bさんが家を建て
Cさんが住んでいる

Aさんの土地を
Bさんが使用している
Aさんの土地を
Bさんが使用している

注

意

点

世帯員の確認基準日が1月1日になります

2月中旬から受け付けを開始し
4 月 の 引 落 し か ら 対 応

便利な口座振替を！ ～口座振替できる金融機関が増えました～

口 座 振 替 が 対 応 で き る
金 融 機 関 一 覧 � （ 表 1 ）
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【メッセージ】
時代背景は集団から個へと確実に変化してきた。実力や能
力主義という個人の力が試される中で、どう生きていくの
か。不登校や引きこもりという行動の意味するもの、解決
方法はあるのか。未来の教育の果たす役割は感性を育むこ
とである。不登校や引きこもりの中にそのヒントはある。
自己表現とコミュニケーションが夢を支え、活き活きと生
きる力を生み出してくれる。

【内容】
不登校、高校中退、と挫折をくりかえしてきた少年時代の経験が、高校教師と
なった現在、子どもたちに勇気を与えている。教師の仕事とは、子どもたちの
心に「夢の種」を蒔くことである。夢は諦めなければ必ず叶うもの、とオリジ
ナルの応援ソングを弾き語りし、夢を持ち続けることの尊さについて語る。
子どもに自信を、親に安心を与えるトーク&ライヴ

【プロフィール】
現役の高等学校の校長。また、ラジオのパーソナリティーやシンガーソングラ
イターの顔も持つ異色の教師。自らが不登校・高校中退の経験を持つことから、
同じ悩みを抱える若者に送るエールの効果は抜群。音楽という手段で表現活動
を行い、保護者にも夢を持ち続けてほしいと語る。
教諭として24年間教師生活を送り、2003年4月より京都美山高等学校校長に就
任。新時代の学校教育・校長像を創るべく奮闘中。京都の進学高に進んだもの
の、競争主義、学歴主義の教育のあり方に疑問を持ち、大学を卒業してから英
語教諭の資格を取得するまでの道のりは、ミュージシャンを夢見て路上ライブ
をしたり、服飾の仕事についたりと紆余曲折。座右の銘は「生きていることと
死んでいないことは違う」。好きな言葉は「心の元気」。

　
教
育
委
員
会
文
化
財
課
で
は
、
平
成
19
年
２

月
か
ら
３
月
に
か
け
て
春
日
居
地
区
の
埋
蔵
文

化
財
分
布
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
市
で
委
嘱
し
た
調
査
員
が
土
器
の
有
無
な
ど

を
調
べ
る
た
め
、
畑
な
ど
に
入
ら
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課

　
☎
０
５
５
―
２
６
５
―
４
８
５
２

　
笛
吹
市
石
和
町
文
化
協
会
盆
裁
部
で
は
、
甲

州
野
梅
を
中
心
に
盆
梅
展
を
開
催
し
ま
す
。
皆

様
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
期
間
　
平
成
19
年
２
月
９
日（
金
）〜
11
日（
日
）

◎
場
所
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
入
口
フ
ロ
ア

　
昭
和
24
年
１
月
26
日
、
法
隆
寺
金
堂
の
火
災

に
よ
り
貴
重
な
壁
画
が
焼
失
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
１
月
26
日
を
文
化
財
防
火
デ
ー
と
し
て
文

化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
の
訓
練
が
各
地
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
祖
先
か
ら
伝
え
ら
れ
た
文
化
財
を
後
世
に
残

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課

　
☎
０
５
５
―
２
６
５
―
４
８
５
２

　
人
生
80
年
時
代
の

高
齢
者
に
対
し
て
、

専
門
的
か
つ
継
続
的

な
生
涯
学
習
の
場
と

し
て
、
平
成
19
年
度

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学

院
の
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

◎
募
集
人
員
　
東
八
代
学
園
　
40
人

◎
入
学
資
格
　
県
内
在
住
の
概
ね
60

歳
以
上
の
方
。
健
康
で
学
習
意
欲

が
あ
り
、
通
学
が
可
能
な
方
。

◎
修
業
年
限
　
２
カ
年

◎
学
費
　
基
本
学
習
費
を
徴
収
し
ま
す
。

た
だ
し
、
ク
ラ
ブ
活
動
・
研
修
旅

行
に
要
す
る
経
費
、
学
習
場
所
へ

の
交
通
費
・
教
材
費
・
勧
学
院
バ

ッ
チ
代
・
傷
害
保
険
な
ど
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

◎
学
習
の
場

　
笛
吹
市
八
代
町
南
５
２
７

　
東
八
代
学
園
（
八
代
総
合
会
館
内
）

◎
募
集
期
限

　
平
成
19
年
３
月
15
日（
木
）

　
※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◎
願
書
受
付
・
問
合
せ
先
　

　
〒
４
０
４
―
０
０
４
５

　
甲
州
市
塩
山
上
塩
後
１
２
３
９
―
１

　
峡
東
教
育
事
務
所

　
☎
０
５
５
３
―
２
０
―
２
７
３
１

　
※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

◎
開
催
時
間
　
平
成
19
年
２
月
４
日（
日
）ま
で

◎
観
覧
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

◎
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日

◎
観
覧
料
金
　
☆
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円
　
　
☆
小
中
高
校
生
　
　
１
０
０
円

◎
展
示
内
容
　
笛
吹
市
春
日
居
町
別
田
で
生
ま
れ
た
標
延
因
さ
ん
が
描
い
た
墨
絵
を
展
示
し
ま
す
。「
早
春
賦
」�

�他

◎
問
合
せ
先
　
春
日
居
郷
土
館
　
☎
０
５
５
３
―
２
６
―
５
１
０
０

※
特
別
展
の
後
片
付
け
に
伴
う
休
館
日
　
平
成
19
年
２
月
５
日（
月
）〜
２
月
12
日（
月
）

　
笛
吹
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
平
成
19
年
度
の
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
募
集
要
項
が
各
小
中
学
校
、
保
育
所
（
園
）
か
ら
生
徒
、
児
童
、
園
児
に
配
布
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
町
に
よ
り
配
布
対
象
が
異
な
り
ま
す
）

◎
募
集
要
項
配
布
場
所
　
☆
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
八
代
分
庁
舎
内
）
☆
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）
☆
御
坂
支
所
地
域
課
　
☆
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園�

体
育
館

☆
八
代
総
合
会
館
　
☆
境
川
総
合
会
館
　
☆
春
日
居
支
所
地
域
課
　
☆
芦
川
支
所
地
域
住
民
課

◎
問
合
せ
先
　
単
位
団
代
表
者
（
募
集
要
項
参
照
）
ま
た
は
笛
吹
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
事
務
局

　
☎
０
５
５
―
２
６
５
―
４
８
５
３

春日居郷土館特別展

◎
日
時
　
平
成
19
年
２
月
12
日（
月
・
振
替
休
日
）

　
午
前
10
時
〜
12
時
（
受
付
は
午
前
９
時
40
分
か
ら
）

◎
会
場
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー�

�集
会
室

◎
講
師
　
京
都
美
山
高
等
学
校
校
長
　
大
野
　
実

◎
対
象
者
　
子
育
て
中
の
保
護
者
・
一
般
　
２
０
０
人

◎
共
催
団
体
　
石
和
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
石
和
南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
石
和
西

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
石
和
北
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
石
和
東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
石
和
富

士
見
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
石
和
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

�Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ�

�Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ�

�ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

◎
問
合
せ
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ�

�Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ

　
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う
　
☎
０
５
５
―
２
６
１
―
０
２
１
８

　E
-
m

a
il�

�
h

iro
b

a
@

y
u

y
u

y
u

.o
rg

笛吹市家庭教育支援総合推進事業��～�地域でやっちゃあ！子育て講演会�～

　
笛
吹
市
で
は
、
本
年
も
「
笛
吹
市
桃
の
花
ま

つ
り
」
の
一
環
と
し
て
、
「
第
３
回
笛
吹
市
い
ち

の
み
や
桃
の
里
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を
例
年
同
様

一
宮
町
内
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
に
お
い
て
開
催

い
た
し
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
期
日
　
平
成
19
年
４
月
７
日（
土
）

◎
部
門
　
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
一
般
男
女
中
学
生

以
上
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
壮
年
男
女
40
歳
以

上
、
10
㎞
一
般
男
女
中
学
生
以
上
、
10
㎞

壮
年
男
女
40
歳
以
上
、
親
子
・
フ
ァ
ミ
リ

ー
３
・
５
㎞
（
親
子
ま
た
は
40
歳
以
上
の
保

護
責
任
者
と
小
学
生
の
ペ
ア
）
の
９
種
目

◎
募
集
定
員
　
先
着
４
０
０
０
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り
）

◎
参
加
料

　
☆
一
般�

…
…
…
…
…
…
…�

３
０
０
０
円

　
☆
中
・
高
校
生�

…
…
…
…�

２
０
０
０
円

　
☆
親
子
・
フ
ァ
ミ
リ
ー�

…�

４
０
０
０
円

◎
申
込
方
法
　

（A）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
サ

イ
ト
・
電
話
（
コ
ン
ビ
ニ
払
込
み
も
し
く
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
参
加
料
支
払
い
）

（B）
郵
便
局
（
所
定
の
郵
便
振
替
用
紙
で
参
加
料
支

払
い
）

※
（A）�

（B）
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
、
大
会
エ
ン
ト
リ
ー

セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
締
め
切
り
　
平
成
19
年
２
月
28
日（
水
）
必
着

◎
問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
内
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

　
☎
０
５
５
―
２
６
５
―
４
８
５
３

◎問合せ先　笛吹市スコレーセンター　☎０５５―２６３―７９５９

【
山
梨
芸
術
劇
場
「
甲
府
室
内
合
奏
団
」
】

◎
日
時
　
平
成
19
年
２
月
４
日（
日
）

　
午
後
２
時
開
演
／
午
後
１
時
30
分
開
場

◎
会
場
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー�

�集
会
室

◎
入
場
料
　
無
料
（
要
整
理
券
）

◎
曲
目
　
「
ア
イ
ネ
ク
ラ
イ
ネ
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
」�

他

【
出
会
い
わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト
「
ト
リ

オ
・
ト
ラ
ン
タ
ン
」
】

◎
日
時
　
平
成
19
年
２
月
11
日（
日
）

　
午
後
２
時
30
分
開
演
／
午
後
２
時
開
場

◎
会
場
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化

館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

◎
入
場
料
　
無
料
（
要
整
理
券
）

◎
曲
目
　「
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
」
他

【
三
井
住
友
海
上
文
化
財
団
派
遣
コ
ン
サ
ー

ト
「
ト
ル
ヴ
ェ
ー
ル
・
ク
ヮ
ル
テ
ッ
ト
」
】

◎
日
時
　
平
成
19
年
２
月
25
日（
日
）

　
午
後
２
時
開
演
／
午
後
１
時
30
分
開
場

◎
会
場
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー�

�集
会
室

◎
入
場
料
　
大
人
　
１
０
０
０
円
、

　
　
　
　
　
高
校
生
以
下
　
５
０
０
円

◎
曲
目
　
ト
ル
ヴ
ェ
ー
ル
の
「
惑
星
」
よ
り�

�他

し
め
ぎ

て
い
い
ん

み
の
る

お
お
の
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常に新しい情報を紹介！レミオロメン

が掲載されている雑誌・CD多数。�

図書館を訪れるファンのために「レミ

オログ」も置かれています。�

北海道や仙台の遠方から来る人も多い

です。�

一宮は釈迦堂遺跡博物館・甲斐国分寺跡・甲

斐一宮浅間神社など有名な史跡・文化財の宝

庫です。�

それらに関する資料の充実に力を入れてい

ます。

〜歴史散策に図書館をぜひご利用ください。〜

「生きてゆく日に愛と正義の十字架に立たば

必ず愛の道に就け」�

小川正子さんが「小鳥の春」に書いた一番好

きな言葉です。小川正子さんは、明治25年3月

26日春日居村桑戸（現在の春日居町）に生を

受けました。昭和4年に全生病院の見学をきっ

かけに救済の意思を固め、41歳の生涯を閉じ

るまでハンセン病患者救済に尽力。小川正子・

ハンセン病資料144点を所蔵しています。�

図書館は皆さまのお役にできるだけ立ちたいと思っています。
読書相談・リクエストなどお気軽におたずねください。� ※おはなし会などくわしくは各図書館のチラシをご覧ください。

※図書館のおはなし会は、子どもたちだけでなく、敬老会・
公民館・まつり・老人ホーム・デイサービス施設・病院
等に出向き、年配者の方々にもサービスをさせていた
だいています。ご要望があれば随時出前おはなし会を
行っていますので、下記にお問合せください。

※個人的に朗読サービスをお受けになりたい方は、ご相談
ください。

■問合せ先　石和図書館　055-262-5959（担当�雨宮）

●2月8日（木）・22日（木）午前11時〜11時30分�
おはなし会タンタン

●2月10日（土）　午後1時30分から��
バムケロおはなし会

（土・日曜日に要望があれば随時お話会をしています）
お兄さんのおはなし会

●2月7日（水）・14日（水）・21日（水）
　毎週水曜日　午前11時から

あかちゃんとママのおはなし会

●2月3日（土）　午後2時から
　（毎週土曜日、随時おはなし会を予定しています）

おばあちゃんおはなし会

●2月6日（火）・27日（火）　午前10時30分から
おはなしのへや�もも（乳幼児向け）

●2月10日（土）　午前10時30分から
おりがみを楽しもう!�

●2月17日（土）　午前10時30分から
ぱぱとぐらんぱのおはなし会

●2月24日（土）　午前10時30分から
さくらんぼのおはなし会

●2月1日（木）・15日（木）午前10時30分から�
家族で始めようブックスタート

●2月3日（土）・10日（土）・17日（土）・24日（土）
　午前の部：11時〜11時30分
　午後の部： 2時〜 2時30分　��毎週土曜日2回開催

耳をすませばえほん隊

平日⋯午前10時〜午後9時　土・日・祝日⋯午前9時〜午後5時

笛吹市石和図書館
平日・土・日⋯午前9時30分〜午後5時

笛吹市八代図書館

平日⋯午前10時〜午後7時　土・日・祝日⋯午前10時〜午後5時

笛吹市春日居ふるさと図書館

平日・土⋯午前9時〜午後5時

笛吹市境川図書室

●2月13日（火）・27日（火）　�午前11時〜11時30分
（この日以外にも要望があれば本の読み聞かせをします）

おはなし会ぴょんぴょん

●2月3日（土）　午後2時から
楽蔵（らくぞう）（映画会・お話・工作）

●2月16日（金）　午前10時30分〜11時30分
ローズタイム（毎月第3金曜日）

平日⋯午前10時〜午後6時　土・日・祝日⋯午前9時〜午後5時

笛吹市御坂図書館

笛吹市石和図書館

笛吹市御坂図書館

笛吹市一宮図書館

笛吹市八代図書館

笛吹市境川図書室

笛吹市春日居ふるさと図書館

＊

＊

＊

＊

＊

＊

：

：

：

：

：

：

5日（月）・13日（火）・19日（月）・26日（月）

7日（水）・14日（水）・21日（水）・28日（水）

5日（月）・11日（日）・12日（月）・19日（月）・26日（月）・28日（水）

5日（月）・���6日（火）蔵書点検・12日（月）・19日（月）・26日（月）・28日（水）

4日（日）・11日（日）・12日（月）・15日（木）蔵書点検・18日（日）・25日（日）

5日（月）・13日（火）・19日（月）・26日（月）・28日（水）

２月の
図書館
休館日

◆笛吹市石和図書館⋯⋯⋯☎�055−262−5959
◆笛吹市御坂図書館⋯⋯⋯☎�055−263−0363
◆笛吹市一宮図書館⋯⋯⋯☎�0553−47−5220

◆笛吹市八代図書館⋯⋯⋯☎�055−265−4011
◆笛吹市境川図書室⋯⋯⋯☎�055−266−2014
◆笛吹市春日居ふるさと図書館⋯☎�0553−26−2283

●2月7日（水）
（あんよ）午前10時15分〜10時45分（1歳6カ月児〜3歳児）
（だっこ）午前11時〜11時30分（0歳児〜1歳5カ月児）

おはなしのゆりかご

おはなしのぶらんこ

●2月10日（土）　午後2時から　��　申込先：一宮図書館
　申込締切：2月7日（水）���　　�　定　員：15人����������

チャレンジ教室

ミニミニおはなし会
●2月4日（日）・25日（日）　午後2時から

せせらぎ朗読発表会
●2月24日（土）　午後1時30分（視聴覚室）�

平日（火・木）⋯午前9時30分〜午後7時　平日（水・金）・土・日⋯午前9時30分〜午後5時

笛吹市一宮図書館

●2月18日（日）　午後1時30分から
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甲
府
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎
月

社
会
保
険
相
談
所
を
開
設
し
、
健
康
保

険
に
関
す
る
簡
単
な
事
務
処
理
や
相
談

業
務
、
ま
た
厚
生
年
金
保
険
並
び
に
国

民
年
金
に
関
す
る
各
種
相
談
や
受
付
を

行
い
、
事
業
主
や
被
保
険
者
の
方
々
に

便
宜
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
相
談
内
容

は
固
く
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
平
成
19
年
２
月
20
日（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

　
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所�

…�

笛
吹
市
商
工
会
本
所

■
問
合
せ
先�

…�

甲
府
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
５
５
―
２
５
２
―
１
４
３
１

　
市
民
の
主
体
的
な
展
開
が
で
き
る
よ

う
「
新
た
な
枠
組
み
の
地
域
づ
く
り
と

市
民
運
動
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
市
民

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

平
成
19
年
２
月
23
日（
金
）

午
後
７
時
か
ら

■
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
内
容

　
演
題
「
市
民
活
動
と
地
域
づ
く
り
」

■
対
象
者

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
秘
書
政
策
室
　
経
営
政
策
担
当

☎
０
５
５
―
２
６
２
―
４
１
１
１

（
内
線
２
２
１
・
２
２
２
）

　
子
ど
も
た
ち
が
心
安
ら
ぐ
時
間
を
過

ご
し
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
地

域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
を
目
的
に
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
息
づ
か
い
の
伝
わ
る
会
場
で
、
美
し

い
ピ
ア
ノ
の
音
色
と
耳
な
じ
み
の
あ
る

音
楽
を
生
で
聴
き
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

平
成
19
年
３
月
４
日（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
（
受
付
は
午
後
１
時
）

■
場
所

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里

　
ふ
れ
あ
い
文
化
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
対
象
者�

…�

市
内
在
住
者

■
参
加
費�

…�

無
料

■
定
員�

…�

２
０
０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
）

■
申
込
方
法

児
童
課
（
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
）
ま
た
は
各
支
所
健
康
福
祉

課
（
芦
川
支
所
は
地
域
住
民
課
）

に
あ
る
申
込
書
に
ご
記
入
の
う
え

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

平
成
19
年
２
月
13
日（
火
）〜

　
　
　
　
３
月
２
日（
金
）

　
※
期
間
以
外
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先�

…�
保
健
福
祉
部�

�児
童
課

☎
０
５
５
―
２
６
１
―
１
９
０
４

　
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
寒
い
季
節

で
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
身
体
を
動
か
し
、
冷
え
た
身

体
を
温
め
て
ほ
ぐ
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

い
い
機
会
で
す
の
で
、
お
父
さ
ん
の
参

加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

平
成
19
年
２
月
13
日（
火
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所

　
春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー
遊
戯
室

■
対
象

１
歳
６
カ
月
か
ら
３
歳
児
の
幼
児
と

そ
の
親

■
定
員�

…�

親
子
30
組

■
持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
飲
み
物
（
運

動
後
の
水
分
補
給
の
た
め
お
茶
等
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
）

■
服
装�

…�

動
き
や
す
く
、
汗
を
吸
収

し
や
す
い
も
の

■
申
込
方
法

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

平
成
19
年
２
月
５
日（
月
）か
ら

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
春
日
居
支
所
　
健
康
福
祉
課

☎
０
５
５
３
―
２
６
―
３
１
１
１

　
子
育
て
で
毎
日
が
忙
し
い
お
母
さ
ん
。

少
し
の
時
間
お
子
さ
ん
か
ら
離
れ
て
日

頃
の
疲
れ
（
肩
こ
り
等
）
を
取
り
、
心

身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

■
日
時�

…�

平
成
19
年
３
月
１
日（
木
）

　
　
　
　�

�午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所

　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

■
対
象
者
　

　
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
持
つ
母
親

■
定
員�

…�

30
人

■
服
装

動
き
や
す
く
、
汗
を
吸
収
し
や
す
い

も
の

■
申
込
方
法

　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
当
日
は
保
育
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
必
ず
申
し
添

え
て
く
だ
さ
い
）

■
受
付
期
間

平
成
19
年
２
月
５
日（
月
）か
ら

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
春
日
居
支
所
　
健
康
福
祉
課

☎
０
５
５
３
―
２
６
―
３
１
１
１

■
期
日

平
成
19
年
２
月
20
日（
火
）〜

　
　
　
　
　
２
月
23
日（
金
）

■
場
所

○
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公

園
体
育
館

○
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文

化
館

■
内
容
　

○
高
齢
者
作
品
展
（
20
日
〜
23
日
）

　
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ロ
ビ
ー

○
芸
能
発
表
（
21
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

　
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ホ
ー
ル

【
軽
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
（
22
日
）
】

■
時
間

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所

桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館

■
内
容
　

○
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド（
個
人
・
ペ
ア
）

○
室
内
ペ
タ
ン
ク（
３
人
１
チ
ー
ム
）

■
参
加
資
格

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

■
参
加
料
　

　
無
料

■
持
ち
物

　
体
育
館
履
き
、
動
き
や
す
い
服
装

■
申
込
期
限

　
平
成
19
年
２
月
16
日（
金
）

※
申
込
期
限
ま
で
の
申
込
者
に
は
参

加
賞
が
あ
り
ま
す
。

※
当
日
の
参
加
も
認
め
ま
す
が
、
参

加
賞
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
順
位
は
競
い
ま
せ
ん
の
で
、
軽
ス

ポ
ー
ツ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
・
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
５
５
―
２
６
５
―
５
１
８
２

　
・
社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所

　
法
務
局
で
は
、
登
記
、
戸
籍
、
供
託
、

訟
務
、
人
権
擁
護
及
び
成
年
後
見
登
記

に
関
す
る
事
務
等
、
住
民
の
皆
様
方
の

生
活
に
深
く
感
謝
す
る
事
務
を
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
関
す
る
こ
と
で
、
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
、
不
明
な
点
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
し
、

事
前
の
予
約
等
特
別
な
手
続
き
も
不
要

で
す
。

■
日
時

平
成
19
年
２
月
25
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
所�

…�

甲
府
市
北
口
１
―
２
―
19

　
　
　
　�

�甲
府
地
方
法
務
局

■
相
談
内
容

土
地
や
建
物
・
会
社
等
の
登
記
手
続

き
、
相
続
問
題
・
遺
言
、
お
年
寄
り

の
財
産
、
婚
姻
・
離
婚
・
親
権
・
扶

養
に
関
す
る
こ
と
な
ど

■
問
合
せ
先

　
甲
府
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
５
５
―
２
５
２
―
７
１
５
３
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※金額は税抜き価格です。

笛吹市地域包括支援センターシステムハードウェア

件　　名

石和町市部

場　　所

2,900,000

予定価格（円） 決定額（円）

2,020,000 ㈱YSK�e-com

決定業者

平成18年12月6日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成18年12月13日

〃

〃

〃

平成18年12月22日

〃

〃

〃
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入札日

下水道台帳作成業務委託 市内 6,270,000 3,640,000 セントラル航空測量㈱�山梨支社

下水道設計に伴う地質調査業務委託（その1） 石和町・一宮町 7,500,000 7,100,000 ㈱ブレーンズ

転落防止柵設置工事 石和町下平井 1,530,000 1,450,000 ㈱甲陽

市道春日居3-377号線維持補修工事 春日居町鎮目 2,270,000 2,050,000 ㈲土屋工業

夏目原農道改良工事 御坂町夏目原 5,700,000 5,200,000 ㈲笛南興業

市道境川222号線道路改良工事第2工区 境川町三椚 19,940,000 18,100,000 境三枝建設㈱�境川営業所

市道境川222号線道路改良工事第1工区 境川町三椚 20,000,000 18,100,000 ㈱宮川工務所

公共下水道に伴う配水管布設工事（御坂町八千蔵地内） 御坂町八千蔵 2,500,000 2,425,000 ㈲石倉興業

石和町窪中島 2,650,000 2,580,000 ㈲近藤設備工業公共下水道工事に伴う窪中島地内市道石和134号線配水管仮設・本設工事

石和町市部 3,360,000 3,250,000 ㈲浅川住宅設備市部通り拡幅工事に伴う東町地内配水管新設工事

石和町広瀬・唐柏 3,070,000 2,980,000 ㈱日昇建設市道石和5号線舗装工事（2工区）

春日居町下岩下・別田・鎮目 3,680,000 3,550,000 ㈱日昇建設舗装本復旧工事第21工区（春日居）

石和町砂原・小石和 4,240,000 4,050,000 中央舗道建設㈲舗装本復旧工事第20工区（石和）

一宮町中尾・塩田 6,330,000 6,100,000 昭和建設㈱

舗装本復旧工事第18工区（石和）

舗装本復旧工事第17工区（一宮）

石和町向田 8,550,000 8,200,000 ㈱早野組

舗装本復旧工事第19工区（一宮） 一宮町国分 16,500,000 16,200,000 ㈱NIPPOコーポレーション�山梨営業所

防疫防除用噴霧器等購入

境川三椚 25,660,000 23,000,000 ㈱中村工務店

舗装本復旧工事第13工区（八代）

石和町市部 1,250,000 1,238,400 ㈱小林事務機

市道境川176号線改良工事

八代町南・北 13,400,000 12,900,000 ㈱日昇建設

梅ノ木田水路改修工事

境川町前間田 14,920,000 11,900,000 ㈱中村工務店

舗装本復旧工事第15工区（境川）

八代町竹居 4,320,000 3,780,000 ㈲荻野土建

市道春日居3-20・3-21号線舗装工事

境川町小黒坂・藤垈 11,750,000 11,400,000 長田組土木㈱�笛吹営業所

下水道管路清掃業務委託第4工区（御坂）

春日居町桑戸 1,300,000 1,260,000 ㈱日昇建設

下水道管路清掃業務委託第3工区（八代）

御坂町成田・井之上・国衙 5,140,000 4,800,000 ㈱山梨環境サービス

下水道管路清掃業務委託第2工区（一宮）

八代町南・永井 5,070,000 4,750,000 ㈱山梨施設管理

下水道管路清掃業務委託第1工区（春日居）

一宮町田中 4,130,000 3,880,000 ㈲韮崎環境メンテナンスサービス

下水道管渠布設工事第51工区（石和）

春日居町下岩下・熊野堂・別田 3,540,000 3,320,000 ㈱エイコウサービス�山梨支店

下水道管渠布設工事第49工区（八代）

石和町井戸 27,110,000 25,680,000 ㈱早野組

下水道管渠布設工事第44工区（八代）

八代町岡 10,700,000 9,730,000 ㈱上組

下水道管渠布設工事第48工区（石和）

八代町高家 9,570,000 9,000,000 ㈲相川工務店

下水道管渠布設工事第17工区（八代）

石和町井戸 7,420,000 6,970,000 ㈲荻野土建

宮ノ上水路改修工事

八代町岡 6,620,000 6,300,000 初鹿工業㈱

下水道管渠布設工事第50工区（石和）

八代町高家 6,510,000 6,000,000 ㈱上野建工

窪中島地内水路改修工事

石和町川中島 4,980,000 4,780,000 ㈲末木建設

公共下水道に伴う配水管布設替工事（御坂町国衙地内）

石和町窪中島 2,240,000 2,050,000 ㈲荻野土建

公共下水道に伴う小石和地内配水管仮設・移設・新設工事

御坂町国衙 13,570,000 13,120,000 ㈲佐野緑化土木

御坂町成田地内配水管布設工事（1工区）

石和町小石和 10,090,000 9,750,000 ㈲石倉興業

御坂町二之宮地内配水管布設工事

御坂町成田 7,040,000 6,750,000 ㈲中村設備

御坂町成田地内配水管布設工事（2工区）

御坂町二之宮 6,250,000 6,000,000 ㈲タナカ設備

小石和・河内地内配水管布設工事

御坂町成田 6,200,000 5,930,000 ㈲杉山管工業

窪中島地内市道石和136号線配水管新設工事

石和町小石和・河内 4,780,000 4,650,000 ㈲桃李

河内地内配水管布設替工事（1工区）

石和町窪中島 2,910,000 2,780,000 ㈲ツチヤ設備

渋川河川改修工事に伴う第3渋川橋添架管仮設工事

石和町河内 2,060,000 ㈲浅川住宅設備

舗装本復旧工事第16工区（八代）

石和町小石和

2,120,000

1,970,000 協和住建㈱

八代町永井・米倉

2,060,000

16,250,000 中央舗道建設㈲

〃

〃

舗装本復旧工事第14工区（八代）

藤垈水路改修工事

八代町米倉

16,710,000

15,900,000 ㈱拓甲建設�笛吹支店

境川町藤垈 3,080,000

16,390,000

2,790,000 ㈱総合建設斉藤組

境川総合会館耐震補強その他改修工事（境川町三椚地内）
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H19.1.1現在（　）は前月比

世帯数　26,137世帯（＋36）

男�35,278人（＋12）　女�37,582人（−4）

人　口　72,860人（＋8）
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